
Ⅰ．はじめに

　近年，森林への期待は木材生産から水土保全等の公益的機能の

維持増進へと変化してきており，それに応える森林として複層林

が注目されてきた。しかし，複層林施業の歴史は浅く，造成後か

ら長期にわたり継続した調査研究が行われた例は少ない。福岡県

では，１９８３年に水源かん養の増進や土砂流亡防止効果などの公益

的機能の発揮に向けた水土保全機能強化モデル事業が実施され，

この事業の一環として複層林の固定プロットが設定され継続的な

調査が行われている。

　今回は，２０年間の下層木の成長経過の中で，２００２年から２００４年

にかけて実施された上層木間伐の影響に着目して報告する。

Ⅱ．調査地と方法

　調査は，水土保全機能強化モデル事業の一環として１９８３年に複

層林が造成された福岡県田川郡添田町の大薮東県営林で行った。

１９８５年から１９８８年にかけ調査地内に複層林調査プロット８箇所，

対照区としてスギ，ヒノキの同齢一斉林に２箇所の調査プロット

を設定し現在まで継続的に調査を行っている。調査プロット設定

時の概要は表－１に示す。

　調査は，下層木については毎年成長休止期に樹高，胸高直径，

上層木については，２～５年おきに樹高，胸高直径，枝下高を測

定した。相対照度については，大型プロジェクト研究成果「複層

林の造成管理技術の開発」（1）で報告された推定式により算出

した。

Ⅲ．結果と考察

１．下層木の成長経過

　下層木の成長経過について図－１に示す。樹高について対照区

と比較すると，スギでは２１年生時で３５～８７%，ヒノキでは２２年生

時で４５～７２%の樹高成長となっており，いずれも対照区より成長

が劣った。

　胸高直径については，スギでは対照区の２１～８２%，ヒノキでは

３６～６５%の直径成長となっており，樹高と同様いずれも対照区よ

り成長が劣った。

　スギ，ヒノキともに対照区は成長速度を維持しているのに対し，

成長速度が急速に低下するプロットがあり，極端に成長の悪いプ

ロット１を除くとその林齢は１１年付近であった。間伐直前の相対

照度は，植栽時と比べて平均２０%程度低下しており，林内の光環
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表－１．調査プロット設定時の概要

下層木上層木
プロット
No 立木密度

（本／ha）
樹種植栽年収量比数

平均樹高
（m）

立木密度 
（本／ha）

樹種林齢

２，４４０スギ１９８４０．６７１６．２８３６スギ２７１

１，５００ヒノキ１９８５０．７５１５．８１，０７０スギ４９２

３，０７０ヒノキ１９８４０．４２１５．８３３３ヒノキ５１３

１，０３０スギ１９８４０．５６１８．１４９０スギ４７４

３，３７０スギ・ヒノキ１９８５０．６５１６．４６６４ヒノキ４８１７

２，６９０ヒノキ１９８５０．６２１６．３６１３ヒノキ４６１８

２，４７０スギ・ヒノキ１９８５０．７２１７．７８３７ヒノキ４８１９

２，３８０スギ１９８６０．６５２３．５４７６スギ４８３９

２，５３３スギ１９８２
対照区（同齢一斉林）

８

２，１３３ヒノキ１９８２９



境が悪化したことにより成長速度が低下したと考えられた。

２．上層木の間伐が下層木の成長に与える影響

　上層木の間伐に伴う林分概況の変化を表－２，上層木の間伐前

後の年間樹高成長量を図－２，および年間直径成長量を図－３に

示す。

　年間樹高成長量を間伐前後で比較すると，スギではプロット

４，３９において間伐後に成長量の増加がみられ，その他のプロッ

トでは特に変化はみられなかった。一方，ヒノキでは，成長量が

増加したプロットはなく，プロット２，３，１８では成長量の低下が

みられた。成長量の増加がみられたプロット４，３９では，他のプ

ロットと比較して間伐前の光環境が良好かつ相対照度の変化量が

大きいといった特徴がみられ，このことが成長量の増加につな

がったと考えられる。しかし，間伐後の樹高成長量への反応は，

プロットによって様々であり，光環境以外の要因が関与している

可能性がある。

　年間直径成長量を間伐前後で比較すると，スギではプロット

１，４，３９で，ヒノキではプロット２，３において成長量の増加が見

られた。特に，プロット４，３９においてその増加量が大きかった

ことから，直径成長についても上層木の間伐による光環境の改善

が影響しているものと考えられる。しかし，樹高成長量の増加が

見られなかったプロット１，２，３においても，直径成長量の増加

がみられた。これには，上層木の間伐にともなう下層木の被害率

が関係していると考えられた。つまり，上層木間伐により下層木

が被害を受け，結果的に下層木の立木密度が低下し，密度効果に

より直径成長量が促されたのではないかと考えられる（表－２）。

プロット１９では被害率が高いにもかかわらず，これらの傾向は見

られなかった。これは，プロット１９では，上層木の間伐の際，伐

出路がプロット内を通っており，伐出路上の植栽木のみが被害を

受けたため，密度効果があまりみられなかったと考えられた。
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表－２．上層木の間伐に伴う林分概況の変化

下層木上層木
プロット
No

立木本数（本／ha）推定相対照度（%）収量比数本数
間伐率
（%）

立木本数（本／ha）
間伐時期

現在間伐直後間伐前間伐後間伐前間伐後間伐前間伐後間伐前

１，５２７（３５）２，０７３（１１）*２，３２８２０．６９．００．６１０．７４４７．８４３６８３６２００３年１

９１４（４１）１，５５９（ ０） １，５５９１４．４８．７０．６７０．７７４０．０６４５１，０７５２００３年２

７９７（５７）１，２８５（３１） １，８５０３９．５３４．３０．３５０．４３２７．２２０６２８３２００３年３

４０２（５７）６２５（３３） ９３８３５．１１８．３０．４６０．６１４５．４２６８４９１２００２年４

２，３４５（ ０）２，３４５（ ０） ２，３４５１８．２１６．３０．６７０．６９２０．２５３０６６４２００４年１７

２３７９（ ２）２，４２３（ ０） ２，４２３２１．８１３．１０．６００．７２４０．０３６８６１３２００４年１８

１，５４２（３４）１，５４２（３４） ２，３３５１５．１６．６０．７００．８０３６．８５２９８３７２００４年１９

１，３０２（３４）１，５２３（２３） １，９６８４２．４２８．１０．４１０．５１３９．７１９０３１５２００３年３９

＊（　）内の数字は上層木の間伐に伴う下層木の被害率（%）

図－１．下層木の成長経過



Ⅳ．おわりに

　複層林を造成・管理していく上では，上層木の密度管理だけで

なく，下層木の植栽本数を少なくする，または，すでに植栽して

いる場所ではなるべく早い段階で植栽密度を減少させるなど，下

層木の密度管理も考慮する必要がある。

　しかし，今回の報告では，単に各プロットで間伐前後の成長量

を比較検討するにとどまっており，立地環境や上層木の植栽密度

等の林分状況の違いによる間伐の影響について詳しい解析は行わ

なかった。これらは今後の課題として，さらに検討を進めていき

たい。
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図－２．上層木間伐前後の年間樹高成長量
　　　　＊太線の左側が間伐前，右側が間伐後

図－３．上層木間伐前後の年間直径成長量
　　　　＊太線の左側が間伐前，右側が間伐後


